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大学入学後から新規に申込をする方が対象です。

本学より郵送で到着した
「奨学金を希望する皆さんへ」
をお手元にご用意ください。

横浜創英大学 学生支援課
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１.奨学金を希望する皆さんへ
＜折り込み書類＞
①確認書兼個人信用情報の取扱いに
関する同意書

②スカラネット入力下書き用紙
※給付奨学金併用の場合は給付の下書きを使用→

２.マイナンバー提出書のセット
・マイナンバー（個人番号）の提出方法
・マイナンバー提出書
・郵送用封筒（青色の封筒）

３.機関保証制度案内チラシ
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日本学生支援機構奨学金は4月に募集が行われ
ます。追加募集がある場合は、年度途中に募
集が行われます。

①第一種【利息無し】

②第二種【利息付】

③入学時特別増額貸与奨学金【利息付】
※③は全員が申し込める訳ではありません。「国の

教育ローン」を利用出来なかった方が対象で、書

類の提出が必要です。（詳細P10・30）
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①緊急採用（第一種）

②応急採用（第二種）

家計支持者の失業・破産・事故・病気など、または震
災・風水害・火災等の災害などにより家計が急変し、奨
学金を緊急に必要とする学生を対象とするものです。

緊急・応急採用は随時募集を行っていますので、申込
みを希望の際は学生支援課に申し出てください。

＜申込み条件＞家計が急変してから１２か月以内
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採用定員はありませんが

学力・家計に採用基準があります。

申込をしたからといって必ず採用される
わけではありません。

学力基準はP9を参照

家計基準はP10を参照
※各基準から外れた方は推薦から除かれます。

※住民税が非課税の世帯は、第一種学力基準要件は必要なし
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※学力基準（P9)

第一種 1年次 ： 高校最終2か年の成績平均3.5以上

（併用含）2年次以上 ： 属する学部の上位1/3以内

第二種 平均水準以上、学業を確実に修了できる方など

貸与月額（※は2018年度以降の入学生のみ選択可能）

奨学金の種類
私立大学 貸与金額

自宅 自宅外

第一種奨学金
（無利子）

月額
54,000円

64,000円
※50,000円

※20,000円 30,000円 ※40,000円

第二種奨学金
（有利子）

月額
20,000円 ～ 120,000円

（1万円単位で選択可能）

入学時特別増額
貸与奨学金（有利子）

1回のみ
振込

100,000円 200,000円 300,000円

400,000円 500,000円
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人的保証制度
条件に合った連帯保証人、保証人を選任する必要が
あります。必ず事前に保証人を引き受けることの承
諾を得て、後日必要な書類（P23の表参照）を提出
できるか確認してください。

機関保証制度
保証機関に保証料を支払うことで保証を引き受けて
もらいます。保証料は毎月の奨学金から差し引かれ
ます。連帯保証人・保証人を選任できない方はこち
らを選択してください。

※どちらの保証制度も奨学生本人に返還義務がある
ので誤解しないように！
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●第二種奨学金または入学時特別増額貸
与奨学金を受ける方が対象

利率固定方式
貸与終了時に決定した利率が返還完了まで
一定

利率見直し方式
貸与終了時に決定した利率は、金利の変動
に伴い５年ごとに見直しされる
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定額返還方式
借りた総額に応じて、自動的に返す月額が決定。
（例：14,400円を15年間など）

一月に返す金額は以下の２つのうちから選択する。

月賦返還：毎月同じ金額を返還する。

月賦・半年賦併用返還：１月と７月に大きく返還し、それ

以外の月は少額の返還となる。

●第一種奨学金は以下も選択できる

所得連動返還方式
年収に応じて返す月額が決定。希望者は必ず機関保証制度が
選択され、月賦返還となります。

（例：年収400万→月13,500円など）
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返還開始後に３ヶ月以上延滞が生じた場
合、個人信用情報機関に延滞者の情報が
登録されます。

・年率3％の延滞金が発生（5%から引き下げられました）

・クレジットカード、自動車ローン等が
使えなくなる可能性

↓
奨学金を申込むには同意が必要！
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採用後の必要書類の提出がない場合
→奨学生は採用取消になります。

（全額返還が必要）

卒業延期になってしまった場合
→奨学金が即時停止されます。
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・未成年者は親権者の署
名・押印が必要。

同じ筆跡、同じ印鑑は

不可。

・複写式で押印は１枚目、
２枚目双方に必要※記入例をよく確認

のうえ記入願います。

例年、書類不備により、識別番号（ユーザID・パスワード）をお渡しできない場合
があります。記入を終えたら画像送信での確認のうえ、学生支援課に提出（郵送）
してください。

画像送信先E-Mail：shien@soei.ac.jp

書類郵送先：〒226-0015 横浜市緑区三保町1番地 横浜創英大学 学生支援課
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←下書き用紙は左上にこの記載が
あります

※給付奨学金と貸与奨学金の両方の申込みを希望する場合は、「給付奨学金案内」に挟
み込みの「スカラネット入力下書き用紙【給付奨学金（貸与併用申込み）用】」を使用。

●まずは下書き用紙に記入。用紙右の注意点
は必ず読んでください。

＜要注意点＞

●奨学金振込口座は奨学生本人が名義人の口
座を入力。→口座番号は正しく入力すること。間
違えると振込が遅れます！また、取扱できない金融
機関があります。

（貸与のみの下書き用紙P15、給付はP16を参照。）
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●P11～13生計維持者について

・「（２）生計維持者①」は原則父母から選択。※両親
がいない方は代わって生計を維持する人を入力。

・「（３）生計維持者②」は父母のうち（２）で選択し
ていない人を入力する。
※無収入でも入力する。一人親の場合は入力不要。

→入力した人物はマイナンバー提出が必要！

●保証人は原則６５歳未満の方※人的保証選択者

・65歳以上の祖父・祖母を選択した方は追加で給与・資

産を示す書類が必要なため要注意！
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封筒（マイナンバー提出書のセット）内の書類

○マイナンバー（個人番号）の提出方法
○マイナンバー提出用封筒
○＜要提出＞マイナンバー提出書※
※記載されているIDとパスワードは一人ひとり違います。

＜提出期限＞スカラネット入力日から１週間以内
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●「マイナンバー（個人番号）の提出方法」を確認しな
がら「マイナンバー提出書」を記入。
記入した提出書※と「確認書類」を用意し、提出用封
筒に入れて直接機構に郵送してください。

●発送前に「マイナンバー（個人番号）の提出方法」の
裏面を見ながらチェックし、不明なことがあれば、
「マイナンバーの提出に関するお問い合わせ
（0570-001-237）」に電話してください。

・マイナンバー提出書は絶対に無くさないように！

・スカラネット入力下書き用紙P11～13で「生計維持
者」として選択した父母は必ずマイナンバーも送付す
る。※無収入でも送付

注
意
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１．学生支援課へ郵送 ①確認済み同意書原本

②記入後の下書き用紙コピーを郵送

＜提出期限＞4/21（火）15:00※提出者に「入力報告書」をメールで渡します

２．スカラネットに入力

＜入力報告書の提出＞4/22（水）15:00

４．奨学生採用決定（初回振込6月11日（木）予定)

５．採用者は「採用説明会」に参加。ポータルシステム
にて連絡予定のため確認のこと。

３．日本学生支援機構に「マイナンバー提出書」郵送

＜送付期限＞スカラネット入力から１週間以内
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１．学生支援課へ郵送 ①確認済み同意書原本

②記入後の下書き用紙コピーを郵送

＜提出期限＞5/18（月）16:00※提出者に「入力報告書」をメールで渡します

２．スカラネットに入力

＜入力報告書の提出＞5/21（木）16:00

４．奨学生採用決定（初回振込7月10日（金）予定)

５．採用者は「採用説明会」に参加。ポータルシステム
にて連絡予定のため確認のこと。

３．日本学生支援機構に「マイナンバー提出書」郵送

＜送付期限＞スカラネット入力から１週間以内
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以上で終了となります。

ご清聴ありがとうございました。

横浜創英大学
学生支援課


